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平成２８年度 認定中心市街地活性化基本計画のフォローアップに関する報告 

                                平成２９年５月 

 甲府市（山梨県） 

○計画期間：平成２６年１１月～平成３２年３月（５年５月） 

 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

１．平成 28 年度終了時点（平成 29 年 3 月 31 日時点）の中心市街地の概況 

甲府駅周辺については、平成 25 年度から着手した甲府駅南口周辺地域景観整備事業（甲府駅

南口駅前広場・平和通り）において、平成 27 年夏に地下駐輪場及び一般車ロータリー、平成 28

年 9 月に駅正面の公共交通ロータリー全体の利用を開始し、平成 29 年 3 月より交差点利用者の

安全性と利便性の向上を図るため、交差点のスクランブル運用も開始するなど、平成 29 年夏の

駅前広場全体の供用開始に向け順調に進捗しており、甲府駅南口の利便性向上と良好な景観整備

が着実に進んでいる状況である。 

また、甲府城周辺についても、県市が共同する中で、平成 28 年 6 月に甲府城周辺地域活性化

基本計画を策定し、それに基づいた実施計画を策定中であるとともに、まちなか回遊道路整備事

業に伴う用地買収等についても順調に進捗している。 

オリオン通り周辺については、平成 28 年 4 月に本市を代表する地域資源であるジュエリー・

クラフト関連のチャレンジショップ「甲府クラフトラボ」がオープンするとともに、ココリの商

業床へ、平成 28 年 7 月に新たに 1 店舗オープンし、地下 1 階から 2 階までの空き床がほぼ解消

されるなど、賑わいの創出拠点としての整備が進んでいる。 

また、ストリート再生チーム事業で景観を整備した通りでは、サテライトオフィスやテレワー

クセンターといった働く場所の整備も進むとともに、オリオン通りと東西に交わる紅梅南通りに

おいては、空ビルや空き店舗といった遊休不動産を活用し、経済合理性の高いプロジェクトを受

講生が考える「リノベーションスクール」を開催するなど、新たな動きも出始めている。 

甲府銀座ビルの再整備においては、平成 29 年度中の完成に向け順調に推移しており、周辺道

路エリアのグレードアップを図る「都市空間道路整備事業」についても、国の支援を受けながら

平成 29 年度から事業に着手する予定である。また、甲府銀座ビルの再整備後の 1 階床スペース

の活用策について、中心市街地まちづくり会議において議論を行い、市に対して提言をいただい

たことから、それに基づき入居する機能について、スペースを所有する民間事業者と協議を進め

ている状況であり、今後も定期的に情報共有を図る中で活用策を決定していく。 

本年度は、ストリート再生チーム事業として、遊休不動産を活用し、雇用や賑わいを創出する

「甲府市リノベーションまちづくり構想」を策定したことから、今後は、「（仮）甲府市リノベー

ションまちづくり構想実行委員会」を組織して、構想実現に向けた活動を着実に推進するととも

に、2019 年（平成 31 年）にこうふ開府 500 年、2020 年（平成 32 年）に東京オリンピック・パ

ラリンピック、2021 年（平成 33 年）に信玄公生誕 500 年という、国内外からも注目を集めるな

どの節目の年を迎えることから、外国人観光客等も視野に入れた交流人口の増加に向けた事業に

ついても、各種関係団体等とも連携する中で、構築・推進していく。甲府銀座ビルの再整備にお

いては、平成 29 年度中の完成に向け順調に推移しており、周辺道路エリアのグレードアップを

図る「都市空間道路整備事業」についても、国の支援を受けながら平成 29 年度から事業に着手

する予定である。 

 

２．平成 28 年度の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

成果指標である空き店舗数については、「空き店舗活用事業」及び「小グループ自主的取組支

援事業」等の取組みにより、着実な事業効果がみられ、中心市街地の活性化に寄与したものと評

価する。 

一方、歩行者通行量については、ココリのリニューアルが概ね実施されたことに伴い、周辺歩
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行量は大幅に増加したものの、全体では微増にとどまっている。ただし、歩行者通行量の増加に

寄与する事業のほとんどは、事業完了後に効果が発現されることや、ストリート再生チーム事業

として、遊休不動産を利活し、雇用や賑わいを創出する「甲府市リノベーションまちづくり構想」

を策定し、構想実現に向けた活動を着実に推進していく動きもあることから、目標年次には期待

される効果が発現していくものと考える。 

居住人口については、106 人減少しているが、甲府中央一丁目地区優良建築物等整備事業によ

り、本年度には 124戸の分譲マンションが供給されるとともに、ストリート再生チーム事業によ

るリノベーションによる居住空間の創出、合同会社まちづくり甲府の「まちなか不動産バンクサ

ポートサイト」による空き家情報の発信等も推進していくことにより、目標達成を見込める状況

であると考える。 

なお、2020年（平成 32年）の東京オリンピック・パラリンピックをはさんで、甲府市は 2019

年（平成 31年）に開府 500年、2021年（平成 33年）に信玄公生誕 500年という、節目の年を迎

える。それまでに「外国人観光客等を呼び込む観光まちづくり・観光推進の強化」、「甲府城周辺

地域整備の推進」等による回遊性向上と交流人口の増加に向けた事業の構築を検討していただき

たい。また、「遊休不動産の有効活用」、「空き店舗対策の推進」、「定住促進」、「駐車場問題や公

共交通の効果的な活用」等による賑わいの創出に向けたより具体的な事業を検討・実施し、中心

市街地の活性化を着実に推進していただきたい。 
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Ⅱ．目標毎のフォローアップ結果 

１．目標達成の見通し 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 
前回の 

見通し 

今回の 

見通し 

快適な歩行空間と人
が集う魅力的な商店
街の整備によるまち
の活力の発揮 

空き店舗数 
231 店舗 

(H25 年度) 

173 店舗 

(H31 年度) 

170 店舗 

(H28 年度) 
① ① 

にぎわいの場を結ぶ
ル－トの整備とまち
の魅力の創出 

歩行者通行量 
151,626 人 

(H25 年度) 

186,564 人 

(H31 年度) 

131,584 人 

(H28 年度) 
① ① 

アクセスしやすく、多
世代が安心して暮ら
せる都市･生活基盤
の創造 

居住人口 
5,527 人 

（H26.4.1） 

5,817 人 

（H32.4.1) 

5,269 人 

（H29.4.1） 
① ① 

＜取組の進捗状況及び目標達成に関する見通しの分類＞ 

①取組（事業等）の進捗状況が順調であり、目標達成可能であると見込まれる。 

②取組の進捗状況は概ね予定どおりだが、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要

がある。 

③取組の進捗状況は予定どおりではないものの、目標達成可能と見込まれ、引き続き最大限努力していく。 

④取組の進捗に支障が生じているなど、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要が

ある。 

 

２．目標達成見通しの理由 

「空き店舗数」については、平成 25 年度より空き店舗活用事業の制度を拡充し、小グループ

自主的取組支援事業とともに、制度が認知されてきたことから見込み以上に進捗しており、平成

28年度に目標値を達成した。 

「歩行者通行量」については、ココリのリニューアルが概ね実施されたことに伴い、周辺歩行

量が大幅に増加したものの、調査日の気温が 3日間通じて低かったことや、日曜日の午後から降

雨があったこと等により、全体では微増に留まっている。 

しかし、歩行者通行量目標値算出の基礎としたまちなか回遊道路整備事業や甲府中央一丁目地

区優良建築物等整備事業、都市空間道路整備事業など、回遊性の向上や賑わいの拠点創出につな

がる各種事業が推進されていく予定であることや、ストリート再生チーム事業として、遊休不動

産を活用し、雇用や賑わいを創出する「甲府市リノベーションまちづくり構想」を策定する中で、

多くの関係者等と連携して、まちづくりを推進していく仕組みを構築するとともに、今後計画的

に構想実現に向け事業を展開していくことから目標年度には目標達成可能であると考える。 

「居住人口」については、甲府中央一丁目地区優良建築物等整備事業によるマンションの供用

開始を平成 29 年 2 月に控えており、また、中心市街地定住促進住宅取得・改修支援事業の活用

による居住人口が増加していることや、市としても平成 29 年度の組織変更で空き家対策課を新

設し、空き家の有効活用等についても、本格的に対応し始めること、さらには、ストリート再生

チーム事業によるリノベーションによる居住空間の創出、合同会社まちづくり甲府と連携したま

ちなか不動産バンク事業による空き家の発掘と情報発信等により、目標年度には目標達成可能で

あると考える。 
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３．前回のフォローアップと見通しが変わった場合の理由 

前回フォローアップ実施から変更はない。 
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４．目標指標毎のフォローアップ結果 

「空き店舗数」※目標設定の考え方基本計画 P74～P77参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：担当課職員による目視及び聞き取り等による現地調査 

※調 査 月：７月～９月 

※調査主体：甲府市 

※調査対象：商店街の道路等に面した１階部分の店舗 

 

 ・参考指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法等は空き店舗数と同じ 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．空き店舗活用事業（甲府市） 

事業完了時期 平成 2８年度【実施中】 

事業概要 
支援対象となる空き店舗（道路に面した１階部分等の店舗）への出店の際

の家賃（１２ヶ月間）及び改修費用の支援。 

事業効果及び

進捗状況 

平成 25年度より制度を拡充し、平成 25年度実績 7 件から平成 26年度

～平成 28年度実績平均 11件と増加傾向である。 

このことから、空き店舗の減少について、事業効果が現れてきていると考

えられる。 

 

年 （店舗） 

H25 ２３１ 

（基準年値） 

H26 １９３ 

H27 １８２ 

H28 １７０ 

  

H31 １７３ 

（目標値）  

 

グラフ 
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②．小グル－プ自主的取組支援事業（甲府市） 

事業完了時期 平成２５年度～【実施中】 

事業概要 
小グル－プが行うファサ－ド整備など、中心市街地の活性化に寄与する自

主的取組を支援する。 

事業効果及び

進捗状況 

平成 28年度は、情報発信事業 2件と景観形成事業、商店街魅力創出事業

それぞれ 1件の合計 4件の支援をした。今年度は、直接的に空き店舗を解消

する取組みはなかったものの、上記の取組みは、中心商店街の魅力をＰＲす

ることにつながることから、間接的に空き店舗の解消に寄与したものと考え

られる。 

 

③．まちなか不動産バンク事業（甲府市） 

事業完了時期 平成 2６年度～【実施中】 

事業概要 

遊休不動産の有効活用を図るため、所有者等に対するバンク登録への呼び

かけを行い、登録物件情報を積極的に情報発信するとともに、利用希望者と

の最適なマッチングを行う。 

事業効果及び

進捗状況 

平成 26 年 10 月に事業を開始し、事業用物件 10 件の登録に対し、3 件

の成約実績となっている。 

事業用物件については、本市のまちなか不動産バンク事業と連携して実施

している合同会社まちづくり甲府の「まちなか不動産バンクサポートセンタ

ー（サイト）」においては、登録物件 6４件に対して３０件の成約実績があり、

空き店舗の減少について、事業効果が現れてきていると考えられる。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策  

平成 25年度より制度を拡充し、平成 25年度実績 7件から平成 26年度～平成 28年度実

績平均 11件と増加しており、空き店舗の解消に寄与している。 

また、小グループ自主的取組支援事業は、今年度は、直接的に空き店舗を解消する取組みは

なかったものの、中心商店街の魅力をＰＲすることにつながることから、間接的に空き店舗の

解消に寄与したものと考えられる。 

まちなか不動産バンクについては、市から山梨県宅地建物取引業協会に対して登録への協力

依頼を行ったが、追加物件は 2件に留まり、登録件数 10件、その内成約は 3件という状況で

ある。連携した取組として、合同会社まちづくり甲府では、まちなか不動産バンクサポートセ

ンター（サイト）及び空き物件見学会により、所有者と使用希望者のマッチングを行う事業を

推進しており、登録件数 6４件、その内成約は３０件となっている。 

現在のところ各事業は、見込み以上に進捗しており、平成 28 年度に目標値は達成したが、

今後も空き物件が増加しないよう引き続き事業を推進していく。 
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「歩行者通行量」※目標設定の考え方基本計画 P78～P85参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：２０調査地点で、１０時～２０時の間、調査員により集計 

※調 査 月：１１月末を中心とした金、土、日の３日間 

※調査主体：甲府市 

※調査対象：歩行者、自転車利用者、原動機付自転車利用者（調査地点２０箇所） 

 

・参考指標１：歴史公園南歩行者通行量 

 

 

 

 

 

 

 

・参考指標２：年間観光客入込状況（単位：千人※県立施設のみ：万人） 
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H27 １２９，８８４ 

H28 １３１，５８４ 

  

H31 １８６，５６４ 

（目標値）  
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●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．まちなか回遊道路整備事業（甲府市） 

事業完了時期 平成３１年度【実施中】 

事業概要 

歩行者の回遊環境を向上するため、歩行空間の改良等の市道整備、桜町道

踏切の拡幅等、前計画で賑わい創出の効果があった甲府駅北口周辺エリアと

成果がみられなかった区域である南エリアを結ぶ歩行空間の整備を行う。 

事業効果及び

進捗状況 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画（甲府市中心市街地地区（第

2 期）））を活用する中で、用地買収等に着手した。今後は、桜町道踏切の拡

幅等にも着手して、計画通りの平成 31年度の完成を目指す。 

 

②．県庁舎耐震化等整備事業（甲府県庁地区）（山梨県） 

事業完了時期 平成２７年度【済】 

事業概要 

県庁舎耐震化等整備事業のうち、県庁敷地のオ－プン化に伴い、敷地内の

歩道の整備と、車両動線との分離による安全確保を行い、敷地内の緑化や多

目的広場の整備を進める。 

また、県指定有形文化財である別館については耐震改修を行い、併せて近

代本県発展の礎を築いた先人の功績を情報発信する展示施設等を整備し、県

民や観光客等に積極的に公開活用していく。 

事業効果及び

進捗状況 

別館の展示施設である「山梨近代人物館」において、定期的にイベントを

実施するとともに、県庁敷地を一般開放するオープンガーデンやまなしにお

いて、噴水稼働やライトアップを実施するなど、中心市街地の活性化や賑わ

いの創出を図っている。 

 

③．甲府中央一丁目地区優良建築物等整備事業（甲府市） 

事業完了時期 平成２９年度【実施中】 

事業概要 

甲府銀座ビルの、民間主体による住居整備を含んだ再整備に伴い、官民が

一体となり、通りの魅力向上を図るため、中心市街地活性化に大きく寄与す

る中核的な事業であることから、民間事業者等の支援を行う。 

事業効果及び

進捗状況 

平成２６年度に解体が始まり、現在の見込みでは平成２９年度に完成予定。 

１階床部分等は、用途未定のスペースとなっていることから、事業主体と

地元等が連携して、中心市街地活性化への活用策や、ビル周辺の魅力や環境

の向上策等を検討・実施する「甲府まちづくりラボラトリー」を立ち上げ、

中心商店街で食べ歩きや飲み歩きを楽しむイベントや中心市街地に対するア

ンケート調査、移住・定住促進イベントなどを実施した。 

そのほか、遊休不動産の有効活用、新規出店や街並み景観形成のコンサル

ティング事業など、多種多様な取組を行っていく予定であり、今後周辺への

波及効果が期待される。 
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④．その他（ココリのリニューアル） 

事業完了時期 【実施中】 

事業概要 
前計画で再開発された複合施設である「ココリ」の空テナントについて、

権利者が新たなリーシング契約を結ぶことで、満床化を目指す。 

事業効果及び

進捗状況 

平成２７年３月２０日に先行リニューアルを行い、６店舗が出店。４月下

旬には、２店舗が出店した。 

平成 28 年 7 月にイオン甲府ココリ店がオープンし、地下 1 階から 2 階

までの空き床がほぼ解消されるなど、新たな来街者の増加や集客効果が徐々

に現れてきている。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策  

各事業は見込みどおり進捗しており、ココリのリニューアルについては、概ね実施されたこ

とにより、当初見込んだ効果が徐々に現れてきている。 

また、甲府銀座ビルにおいては、平成 29 年度中の完成に向け順調に推移しており、周辺道

路エリアのグレードアップを図る「都市空間道路整備事業」についても、国の支援を受けなが

ら平成 29年度から事業に着手する予定であるとともに、再整備後の 1階床スペースの活用策

については、中心市街地まちづくり会議おいて議論を行い、市に対して提言をいただいたこと

から、それらを参考とする中で、スペースを所有する民間事業者と協議を進めている状況であ

り、平成 29年の夏頃を目途に活用策を決定していく予定である。 

本年度は、ストリート再生チーム事業として、遊休不動産を活用し、雇用や賑わいを創出す

る「甲府市リノベーションまちづくり構想」を策定するとともに、紅梅南通りにおいては、実

際の空ビルや空き店舗といった遊休不動産を活用し、経済合理性の高いプロジェクトを受講生

が考える「リノベーションスクール」を開催するなど、多くの関係者等と連携する中で、まち

づくりを推進していく仕組みを構築し、郊外大型店等との差別化を図ったところである。 

さらに、甲府城南側エリアの整備については、基本計画が策定され、それに基づいた実施計

画を策定中であり、賑わい創出の拠点整備に向け、着実に進捗している。 

こうしたことから、歩行者通行量は低い値で推移しているものの、今後、効果が発現する事

業に加え、リノベーションによるまちづくり活動を普及・啓発し、人が集う魅力的な商店街の

創出を目指していくことや、29 年度は中心市街地まちづくり会議おいて、計画記載事業への

追加を見据えた課題解決に必要な事業を検討し、効果的な事業については積極的に計画記載事

業へ追加していくことで、目標年度には、目標達成は可能と考える。 
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「居住人口」※目標設定の考え方基本計画 P86～P89参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：住民基本台帳による 

※調 査 月：各年４月１日 

※調査主体：甲府市 

※調査対象：住民登録者（外国人を除く）  

 

 ・参考指標１：甲府市全域の自然増減、社会増減数（単位:人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・参考指標２：中心市街地の自然増減、社会増減数（単位:人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 （人） 

H26 ５，５２７ 

（基準年値） 

H27 ５，４６２ 

H28 ５，３７５ 

H29 ５，２６９ 

  

H32 ５，８１７ 

（目標値）  

5,767 5,804 
5,755 5,767 5,767 

5,660 
5,611 

5,527 
5,462 

5,375 

5,269 

5,817 

4,900

5,000

5,100

5,200

5,300

5,400

5,500

5,600

5,700

5,800

5,900

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

居住人口

認定前 基準値 認定後 目標値

 

1,941 2,104 2,108 2,083 2,144 2,168 2,215 2,104 

1,587 1,556 1,559 1,490 1,451 1,416 1,480 1,384 

7,570 
7,482 

7,799 
7,388 7,397 7,330 7,590 7,338 

8,152 

7,328 
7,305 

6,818 
7,139 6,761 6,978 

6,452 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

死亡 出生 転出 転入

 

55 
82 

106 
82 85 

69 
88 89 

29 
42 31 38 33 27 35 29 

255 

327 
298 

272 
293 

308 
323 

288 

321 
349 

278 

316 

291 
300 300 

265 

0

100

200

300

400

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

死亡 出生 転出 転入



11 

 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．甲府中央一丁目地区優良建築物等整備事業（甲府市） 

事業完了時期 歩行者通行量で記述済み 

事業概要 同上 

事業効果及び

進捗状況 

平成２６年度に解体が始まり、現在の見込みでは平成２９年度に完成予定。 

 完成後は、良質な居住空間が多数提供されることから、当初見込んだ効果

が期待できる。 

 

②．中心市街地定住促進住宅取得・改修支援事業（甲府市） 

事業完了時期 平成 30年度【実施中】 

事業概要 
一般住宅の建築又は一戸建ての分譲住宅、中古住宅若しくは分譲型共同住

宅の購入、並びに中古住宅又は分譲型共同住宅取得時の修繕等を支援する。 

事業効果及び

進捗状況 

平成 26 年度に６件・13 人、平成 27 年度に１３件・２８人、平成 28

年度に７件、９人の定住人口増加につながった。今後、良質な住宅の供給

等が進めば、当初見込んだ効果が期待できる。 

 

③．まちなか不動産バンク事業（甲府市） 

事業完了時期 平成 26年度～【実施中】 

事業概要 

遊休不動産の有効活用を図るため、空き家等所有者に対するバンク登録への

呼びかけを行い、登録物件情報を積極的に情報発信するとともに、利用希望

者との最適なマッチングを行うことで、居住人口の増加を図る。 

事業効果及び

進捗状況 

空き家等の所有者に対してバンクの登録勧奨を行ったが、居住用物件の登録

は未だ無い状況であることから、山梨県宅地建物取引業協会や合同会社まち

づくり甲府等と連携し、登録物件の増加を図っていく。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策  

甲府中央一丁目地区優良建築物等整備事業の支援対象である、甲府銀座ビルの再整備につい

ては、解体作業が終了し、平成 28年 2月に起工式が行われた。平成 29年度には完成する見

通しとなっていることから、計画通りの居住人口増の効果が見込める。 

また、まちなか不動産バンク事業では、空き家の登録物件がない状況であるが、中心市街地

定住促進住宅取得・改修支援事業を活用し、空き屋等を取得・改修して居住されている方々が

増加している状況であり、市としても平成 29 年度の組織変更で空き家対策課を新設し、空き

家の有効活用等についても、本格的に対応し始めることから、空き家の所有者等への働きかけ

を強化する中で、バンクでの情報発信を行うことで、居住誘導を推進していく。 

さらには、ストリート再生チーム事業によるリノベーションによる居住空間の創出、合同会

社まちづくり甲府と連携したまちなか不動産バンク事業による空き家の発掘と情報発信等も推

進していく中で、居住人口の増加を促進していく。 

こうしたことから、各事業の効果が発現される目標年度には、目標達成は可能と考える。 

 


